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Abstract: In recent years, because of the rising temperatures and extremely hot day due to global warming, the urban heat 

island having problem. The heat stroke patients also have a tendency to increasing. The purpose of this study is focus on the 

thermal environment of outdoor space in also the urban-type campus. This paper describes on the result of survey which has 

been carried out and the heart stroke prevention on persons have concerned. 

 

１． はじめに 

近年,地球温暖化や都心部のヒートアイランド化に

よる気温の上昇や猛暑日の増加により,熱中症患者が

増加傾向にある.本研究は昨年度に実測調査を行った

日本大学理工学部船橋キャンパス［１］(郊外型キャンパ

ス)とは対照的に,本年度は日本大学理工学部駿河台キ

ャンパス［２］ (都心型キャンパス)の環境実態を調査し

た.ヒートアイランド化の改善が課題である都心型キ

ャンパスで,屋外の温熱環境に着目し,現場調査を行っ

た後,当該キャンパスの熱中症予防策の提言を行う． 

２．調査概要 

 当該キャンパスの屋外空間において,人の動線が多

い通過空間や人の集まる休憩空間の温熱環境に特徴の

ある５箇所と試験的緑化空間の「三井住友 ECOM 駿河

台」の合計６箇所(Fig.1)の実測調査を行った.調査概要

を Table1 に示す．また,Fig.2 には各測定箇所の天空の

魚眼写真を掲載した.郊外と比して緑が少ない都市部

の特徴や測定箇所の周囲の景観が投影されている.駿

河台キャンパスの実測調査結果を次項以降に示す. 

Table1. Outline of the Measurements 

 
 

 
Fig.1 Measurement locations at Surugadai campus 

 
Fig.2 Measurement points of Surugadai campus 

 
 

Fig.3 Thermal image of setting points 
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３．調査結果・考察 

 Fig.3 は, 床材の温度差を比較した熱画像カメラであ

る.5 号館前休憩場(ウッドデッキ)や 1 号館南側出入口

(コンクリート系ブロック)は,温度が約 32℃以上と高い.

一方,「ECOM 駿河台(土)」は,26～28℃前後と比較的低

い.床材の相違により,温度差があることがと分かった. 

Fig.4～6 は 1 日の温度変化{h=0.1(m), :h=1.2(m)}を,

箱ひげ図で示したものである.Fig.4,5より,1号館南側出

入口が最も温度が高く,「ECOM 駿河台」が最も温度が

低い.また,11 時～15 時にかけては各測定箇所が,全休的

に約 3℃上昇した.Fig.6 より,「１号館南側出入口」と「5

号館前休憩場」は右下がりで,ECOM 駿河台は右上がり

の変化がある.つまり,床材の温度が高い場合,床面から

の放射熱が影響し,温度が低い場合は,逆の現象となり,

床材の種類による,温度変化が大きいことがわかる. 

Fig.7は 1日の湿度変化{h=1.5(m)}である.11時がピー

クであり,「ECOM 駿河台」では,11 時～17 時にかけて

湿度が 30%下降した.Fig4,5 と比較すると温湿度変動は

全く逆のパターンとなっていることが確認された. 

Fig.8 は 1 日の WBGT の変化(熱中症指数)であ

る.WBGT は 1 号館南側出入口が最も高く「警戒」域で

ある.特に,12 時 45 分頃の WBGT が約 28℃近くまで上

昇した.WBGT の評価基準で判断すると,「厳重警戒」

となり,生活行為に留意する必要がある. 

Fig,9は不快指数とWBGTの散布図,Fig10は黒球温度

と WBGT の散布図である.特に,1 号館南側出入口は周

囲からの放射熱などにより,黒球温度が高く,不快指数

による温熱環境の評価では対応が難しい箇所が多く,

放射熱を加味することの必要性が示唆されており,改

めて検討する必要があると考える. 

４．まとめ・今後の展開 

駿河台キャンパス内で,最も熱中症予防策が必要と 

されている場所は,「1 号館南側出入口」である.熱中症

指数に及ぼす放射熱の影響が多大であり,今後,WBGT

と天空率(緑化率)との相関関係を調査する. 
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Fig.4 Temperature changing pattern at 0.1(m) points 

 
Fig.5 Temperature changing pattern at 1.2(m) points 

 
Fig.6 Boxplot (h=0.1m,0.6m,1.2m,1.8m) 

 

Fig.7 Changing pattern humidity 05  

 

Fig.8 Changing pattern 05 WBGT 

  

Fig.9 Comparison between DI and WBGT(left) 

Fig.10 Globe temperature and WBGT(right) 
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